
 

    

 

聖書のことば 

 

イエスはすぐ彼らに話しかけられた。「安心しなさい。わたしだ。恐れることはない。」 

 

しかし、強い風に気がついて怖くなり、沈みかけたので、「主よ、助けてください」と 

叫んだ。 

マタイによる福音書 14 章 27・30 節 

 

新学期が始まり、わずか５日の登校の後、２か月に渡る長い臨時休校となりました。生徒 

のみなさんは、この時をどのように過ごしましたか。保護者の皆様におかれましては、 

ご家庭での時間を安全に守っていただき、本当にありがとうございました。 

６月１日から学校は再開し、早くも１か月が過ぎました。授業には食い入るような生徒の

眼差しがあり、放課後には活動する生徒の活気が満ち、何事もなかったかのような日々が 

過ぎています。生徒のみなさんの学校を大切に思う気持ちに感謝しかありません。 

さて、ペテロは水の上を歩きイエスの方へ進んでいました。しかし、強い風に気づいた 

とき、水の上を歩くことができなくなってしまいました。この姿は、今の私たちそのもの 

ではないでしょうか。 

当たり前の一日を過ごしている。授業で学びあい、友達と笑い合う一日。しかし、ふと 

何を恐れていいのかさえも分からない不安を思う。時間をとりもどすように、一生懸命 

進んでいるけれど、自分の中に、夢や希望がないと思う。 

しかし、イエス・キリストは、いつも「安心しなさい。恐れることはない。」と私たち一人

ずつを見てくださっています。「助けてください」という叫びを聞いてくださっています。    

自分の心を素直に見つめてください。そして、心のうちに、小さくてもよい、弱くても 

よい、暖かく燃える灯をともしましょう。「助けてください」と叫びましょう。「助けてくだ

さい」という声に耳をかたむけましょう。学びあい、認めあい、つながり合いましょう。 

（校長） 
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保健室だより（1） 

コロナウイルス蔓延防止のための、マスクを着用した生活は、継続

しています。 

特に、暑い時期になり、熱中症が気になります。水筒などを学校に

持参して、いつでも水分補給ができる環境を整えておくこと、朝食は

最低限、水分だけでもとってくる、睡眠不足を避ける、体調が悪い 

時は、無理して登校しないなど、命にもかかわる熱中症を予防して 

いきましょう。マスクの種類や皮膚の状態にもよると思われますが、かぶれなどで来室する

人もいます。いずれにせよ、清潔が大切なので、ハンカチを準備し、頻回に拭くとともに、

軟膏などを携帯するとよいでしょう。 

耳鼻科・眼科・歯科検診は、９月３日(木)に予定されています。尿検査も３回終了しま 

した。検診に関しては、経過観察や受診の必要性がある人のみ、お知らせがいきますので、 

医師に相談され、その方針に従ってください。               （保健室） 

 

 

心の健康（1） 

長期の臨時休校で、子どもたちは非日常の中でたくさんの我慢をしてきました。やっと 

学校が再開し、1 か月が経ちます。「疲れた…」という言葉をよく聞くこの頃です。中 1 生 

から高 3 生、保護者も先生も新しい環境に神経を使いながら生活してきました。 

「ストレス」の多い日々でした。ほどよいストレスは生活の励みになりますが、強すぎる

ストレスは心身の症状を引き起こします。 

そろそろ環境に少し慣れてきて緊張が解けはじめる頃です。ストレスが疲れとなって 

ジワーッと出てきます。心の疲れと身体の疲れが入り交じって区別がつかず、よく分から 

ないまま意欲が低下したり、学校に行きづらくなったりします。 

あまり焦らないで、この機会に心が落ち着き十分に休息できる自分流のやり方を見つけ 

出しておきましょう。                        （カウンセラー） 

 

 

生徒の活躍 

 
《高校》                                     

◇個人の活躍 

＊第５回パデレフスキ国際ピアノコンクール 

17 歳以下の部 

Ｈ．Ｊ（１－Ａ） ３位入賞 

 

 

※「生徒の活躍」について 

この欄は、部活動・同好会の大会・試合結果等を掲載しています。個人については主催団体より学校に 

直接報告があったものを中心に、個人の報告によるものを載せています。 

報告は担任を通じて書面でお寄せ下さい。内容検討の上、掲載いたします。 

 



2021 年度の広島女学院院長について 

 

2021 年 4 月 1 日より、本学院の院長に、三谷 高康（みたに たかやす）先生が就任され

ます。三谷先生は、現在桜美林大学教授であり、学長を務められた方です。三谷先生の 4 月

からのお働きを心より感謝し，喜びをもってお迎えいたしましょう。 

また、現在院長の湊晶子先生が共にいてくださる時間は多くはありません。心をこめて 

大切に過ごして参りましょう。お二人の先生に、神様の平安が豊かにありますよう、お祈り

いたします。                                （校長） 

 

教職員の動向 

 

◇数学科の中原先生のご母堂様が５月 31 日にご逝去されました。 

ご家族の上に神様の慰めがございますようお祈りいたします。 

 

◇今年度の新任の先生は次の方々です。 

《教員》           《講師》 

坂井 隆司（国語）      畑野 喜信（英語） 

沖田 さやか（国語）     土井 亜由美（理科） 

和田 絵莉子（養護） 

吉田 祥子（数学） 

 

◇４月１日付けで職員の異動がありました。 

《事務室》久保 恵未 

 

 

 

これらのことを話したのは、わたしの喜びがあなたがたの内にあり、あなたがたの喜びが

満たされるためである。わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。 

(ヨハネによる福音書 15章 11～12 節) 

ニューヨークのクオモ知事が、コロナ感染拡大の中で、こんなメッセージを語って 

います。「高齢者や病人、感染の危険のある場所で働いている人たちを守ることは、私たち

の社会全体を守ることにつながる。弱い人を守ろうとする時、自分の中に眠っている力が

呼び覚まされる。その力とは愛だ。愛は怒りを鎮め、自分さえよければいいという利己主義

から私たちを救い出し、この社会をより良い方向へ変えていく力になる。元の社会に戻る

のではなく、この経験を通してもっと良い社会を私たちはつくり出していこう」と。 

自分がつらい時、しんどい時、いらいらする時こそ、少し心を周りに向けて、だれかを 

元気にしたり、明るくできたり、ほんのちょっとしたことでも力になれたら、そのことが 

自分自身を元気に、明るくしてくれる。皆さんの中にあるそんな力を持ち寄って、もっと 

良い学校生活をいっしょに作ってきたいですね。 

（６月３日 中学放送礼拝より 聖書科 T.M） 

 

今月の聖句 

 

 



1 水 [NC]

2 木

3 金

4 土 （L・総）

5 日

6 月

7 火

8 水 [NC]

9 木 1～3限　土曜授業 （総）

10 金

11 土 出校土曜日 （総）

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金 　　　期末テスト（中3、高1・2・3）

18 土 　　　振替休日(7月11日(土))

19 日

20 月 　　　（中1・2）1限8 :55～15分休憩

21 火 　　　1限8 :55～15分休憩

22 水 　　　1限8 :55～15分休憩

23 木 海の日

24 金 スポーツの日

テスト予備日（自宅学習日）

高1・2・3進研記述模試

26 日

27 月 　　テスト返却

28 火

　　特別時間割 ［NC］

　　1限8 :55～40分授業

30 木 　　期末テスト素点確認

31 金

25 土

29 水

生徒支援部より 

現在、登校の際にはご家庭で検温しフォームに入力して頂く必要があります。生徒の

健康と安全確認のためのものです。万が一検温を忘れた生徒は、教室に行く前に校内 

に設けた臨時の検温チェックの場所に寄ることになっておりますが、最近そこの利用者

（＝家で検温を済ませてこない生徒）が非常に増え、大変苦慮しております。必ず検温

とフォーム入力を登校前に済ませてから登校させて下さい。この点改めて確認いただき、

ご家庭の責任の下、ご指導宜しくお願い致します。         （生徒支援部） 

 

 

７月の行事予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NC･･･ノークラブデイ 

   ※行事予定は変更になることがあります 

 


